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Ⅰ，問題・目的

　乳幼児期の保育実践は，「環境を通して行う」こ
とが重視されており，「保育所保育指針」や「幼稚
園教育要領」，「幼保連携型認定こども園教育・保育
要領」（以下，3 法令）の基本や原理として明記し
てある。それにより保育者は，子ども一人一人が環
境構成の主体として存在し，自らの意志によって遊
びを見つけ，試行錯誤したり遊び込んだりできる活
動を通して，資質・能力を伸ばしていく保育を実践
していくことが求められている。
　2017年に改訂された 3 法令では，この育みたい資
質・能力を具体的に，「知識・技能」の基礎，知っ
ている知識の活用に関する「思考力・判断力・表現
力」の基礎，どのように社会や世界と繋がり，自分
の人生を輝かせるかの要素から成る「学びに向かう
力，人間性等」の 3 つの柱として示されている 1,2,3）。
この資質・能力は，未曾有の震災や自然災害，激動
する気候変動，COVID-19に代表される未知のウィ
ルス等，そしてそれによる環境や社会の転換等，今
までに経験したことのない事象が生じる社会となっ
ていくことが見通されており，このような社会でも，
子どもたち一人一人が他者と共に生き抜いていく力
として掲げられた。
　またこの資質・能力は近年注目されている非認知

能力とも大きく関連している。そもそも非認知能力
とは，認知能力と称されるIQなどの知能指数で測
定される知的能力や学力以外の力とみなされてお
り，OECD4）では「社会情動的スキル」として，「目
標の達成」「他者との協力」「情動の抑制」等の下位
カテゴリーが示されている。つまり，より具体的に
表すと「目標や意欲，興味・関心をもち，粘り強く，
仲間と協調して取り組む力や姿勢を中心とする力」
と捉えられる 5）。
　「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」は認
知能力，「学びに向かう力，人間性等」は非認知能
力と捉えられている 5）。特に幼児期においては，就
学後から始まる学習に向けて，様々な事象に対する
興味，関心の芽を育て，共通の目的に向かい協働し
て活動する楽しさや挑戦することで味わえる達成感
を得ることが重要視されており，これらはまさに非
認知能力が示している特性であると考えられる。
　この非認知能力を育む有効な方法の 1 つに自然体
験が挙げられる 6）。幼少期に動植物と関わる経験が
豊富なほど，高校生になると他者への共感力や，様々
なことへの挑戦心，人間関係能力が高くなることが
報告されている 7）。この自然体験を重視し，自然を
活用した保育実践の代表的なものに森のようちえん
がある。日本では「自然体験活動を基軸とした子育
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て・保育活動の総称」と定義されており，森だけで
なく，海や川や野山，里山，畑，都市公園など，広
義にとらえた自然体験をするフィールドを指してい
る 8）。本研究では，自然を活用した保育実践と森の
ようちえんを同義のものとみなしていく。
　森のようちえんは1950年代にヨーロッパで生まれ，
1980年代に日本に普及したとされている。日本の森の
ようちえんには大きく「通年型」，「融合型」，「行事型」
の3つの形態に分類されている 9）。ほぼ毎日森の中で
保育を実践し，園舎をもたず森や野原など様々な
フィールドを保育の場とする園も多い「通年型」森
のようちえん，園舎を持ち，定期的に森や自然を保
育の場としている「融合型」森のようちえん，行事
として定期的に地域の子ども達を集め，環境教育的
な活動を実施する「行事型」森のようちえんである。
　「通年型」森のようちえんを中心とした一日のほ
とんどを森や自然で過ごす子どもは，一般的な保育
施設で過ごす子どもよりも，欠席などが少なく健康
状態が良い，運動能力，集中力，遊びの多様性や創
造性等が高いことが報告されている10）。また，就学
しても，森のようちえん出身の子どもは，授業に対
するやる気や集中力，さらには授業への質問的態度
や学びへの興味や関心がクラス平均よりも高く，一
般園を卒園した子どもよりも上回ることが報告され
ている11,12）。このように，幼児期における自然体験
活動が子どもの発達，健康状態や学力等に肯定的な
影響を与えていることは様々な研究から示されてい
る。このような森のようちえんの研究は，2010年前
後から頻繁に取り上げられ，豊かな子どもの育ちが
報告されるようになっている。
　これらの知見により，森のようちえんは，現在の
幼児教育の在り方に新しい潮流をもたらしていると
同時に，幼児期の子どもにとって，自然と関わるこ
との重要性を改めて提示していると考えられてい
る。しかしこれらの知見を統括し分析した論文は少
ないのが現状である。
　環境白書では13），子どもの遊びは屋外から室内へ，
多様性から画一化による質的変化が，さらに遊び場
と遊び時間の減少による量的変化が端的に指摘され
ている。家庭において自由に遊べる戸外や自然環境

が減少し，自由な遊びの時間も減少しているからこ
そ，1 日の多くの時間を過ごす保育現場では，子ど
もに豊かな活動を補償していくことがさらに求めら
れている。また，子どもの自然活動の重要性につい
ては保育者も実感している一方で14），全ての保育施
設が豊かな保育環境を備えているわけではない現状
がある。むしろ保育環境に自然物が不足していると
感じている保育者は多く，自然を保育に取り入れる
難しさを感じているという知見もある15）。
　そこで本研究では，子どもに様々な学びをもたら
す自然を活用した保育を代表する森のようちえん研
究を取り挙げ，どのような実践や環境が，子どもに
どのような特性を育んでいくのか分析していくこと
を目的とする。この検討を通して，幼児期における
自然活動の重要性について改めて提案し，一般園で
導入していくための示唆を提案する。

Ⅱ，方法

　日本の森のようちえんの実践は，前述の通り2010
年前後から増加している傾向にある。そこで本研究
では，2009年から2019年までの自然を活用した保育
に関する研究のうち，カリキュラムや制度，保育者
養成に関連するものを除外し，保育実践や調査研究
の知見を整理していく。
　まず，国立情報学研究所が提供するCiNii Articles

により森のようちえんに関連すると思われるキー
ワード，「森のようちえん」，「森の幼稚園」，「ネイ
チャーゲーム」のワードで論文検索を実施する。検
索に上がってきた論文の中で，保育実践の記述と，
それにより育まれる子どもの特性に関する記述を抽
出し，活動内容や取り環境の要素から，育まれる子
どもの特性について分類した。本研究の最終目標は，
一般園での自然を活用した保育の展開への可能性を
考察していくことにあるため，活動実施主体を民間
団体ではなく，保育施設で実践されている研究に限
定し検討した。

Ⅲ，結果

1，論文検索結果

　CiNii Articlesで検索した結果，「森のようちえん」
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では79件，「森の幼稚園」では65件，「ネイチャーゲー
ム」では79件の計223件であった。森のようちえんは
近年，地域創成に絡め，「森のようちえん認定制度」
を実施している地方自治体が増えている。研究では，
それに関連するものや15），森のようちえん自体の解
説や紹介16,17），保育者養成に関係する検討18），諸外国
の実践紹介19），保育雑誌の記事紹介等が多かった。
次に，「森の幼稚園」では，諸外国を中心としたカリ
キュラムに関する論文が多く20），次いで保育者や保
護者，学生を対象とした調査研究が散見された21,22）。

「ネイチャーゲーム」に関しては，保育者養成の観
点から学生を対象としたものや23），小学校への実施
プログラムの検討24）が大半であり，自然を活用し
た保育実践は少数であった。
　本研究で分析の対象とした論文は，保育施設にお
ける実践研究と思われる47の論文のうち，カリキュ
ラムへの検討や制度の変遷，幼児教育への提言など
18の論文を除く，28に絞り検討した。

2 ，実施主体の分類

　日本の森のようちえんの 3 分類のうち，本研究の
分析対象になった論文では，「通年型」森のようち
えんの実践は20事例であった。ただし，ほとんどの
施設が園舎を備えていた。一方，「融合型」森のよ
うちえんは 3 事例であり，具体的には，週何度か森
の日などを設定し，その他は通常保育を実施してい
た。「行事型」森のようちえんの 5 事例は，保育施
設が休日等に園開放を行い地域の親子を対象とした
実践研究であった。
　以上のことを踏まえると，我が国の保育施設にお
ける森のようちえんに関する研究動向としては，「通
年型」森のようちえんの実践が大半であった。遊び
を豊かにするためには，3 つの間，即ち“空間”，“時
間”，“仲間”が重要である。「通年型」森のようち
えんにおいては，広い自然環境，自由な時間設定の
中，自分で活動を決め，比較的少数ではあるが日々
活動を共にする仲間がいるため，これら 3 つの間が
確保されやすいと考えられる。しかし，「融合型」
森のようちえんでは，日々過ごす“仲間”は確保さ
れているものの，森での活動以外の保育では自然環

境や給食時間やディリープログラムにより，活動時
間の自由は確保されにくいことが考えられる。同じ
ように，地域の親子で参加し開催される「行事型」
森のようちえんでは，自然の中で実施されることが
多いため“空間”は確保されるものの，内容や時間
配分への自由度，そして気の合う仲間との活動には
限界がある可能性が考えられる。そのため，「融合型」
や「行事型」の活動で育まれるものは「通年型」森
のようちえん」とは異なることが予想される。しか
し，森のようちえんの 3 分類の研究数に差があり，
分類毎に育成される特性を比較することが困難であ
ることを踏まえ，3 分類を込みにして検討すること
とする。

3 ，自然活動による子どもへの効果

　分析対象となった28の論文から，特に考察部分を
中心に，子どもへの効果に関する記述を抽出し，
KJ法を用いて分類した25）。分類の結果をTable1に示
す。

　「通年型」森のようちえんでは，子どもはその日
の遊びを自分で決めることはもちろん，食事時間や
食べる場所を含め，自身で決定している26）。一般園
のように，既製の遊具やおもちゃがない森の中での
活動においては，何をしていいのかわからず，やり
たい活動が見出されず，何もしていない子どもの姿
が見られることがある。森のようちえんは，このよ

Table 1 �自然活動による効果の分類�

分類項目 数 ％ 

主体性・自己肯定感 10 13% 

 %41 11 性受感

協調性・思いやり 10 13% 

健康・運動能力・体力 6 8% 

興味・知的好奇心 7 9% 

創造力・想像力 7 9% 

問題解決 3 4% 

生命尊重・環境観 7 9% 

コミュニケーション力 4 5% 

 %8 6 戦挑

 %4 3 力耐忍

認知能力・学力 4 5% 

合計 78 100% 
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うな場面を遊びを見つけようとしている時間として
大切に見守っている27）。このように多くの実践で，
保育者は禁止や仲裁等を極力行わず，子どもの育つ
力を信じて見守る保育を大切されていた28）。このよ
うな保育実践からは，子どもの主体性が育まれ，常
に育つ力を信じ寄り添う保育者の存在により，主体
的な行動を支える自己肯定感が育まれることが報告
されていた29,30）。
　また，変化に富んだ自然との関わりによる感受性
や豊かな見立てによる遊びから，創造力・想像力が
育まれることが報告されていた31,32）。例えば，散歩
の途中に見つけたタニシを集め，その匂いからお魚
屋さんが展開され，葉っぱのお金でお買い物をする
事例が報告されていた。子どもが自然の動植物を
様々に見立て，嗅覚などの 5 感を使い遊びが展開し
ている様子から，これらの力が育まれると解釈され
ており，さらに見立ての豊かさから，感性の豊かさ
につながることが報告されていた。これらの特性は，
既製の玩具のように遊びの方向性を示すことがな
く，また一つとして同じ形状や大きさ，そして豊か
なテクスチャーを持つ自然物を用いて遊ぶことで培
われていくのだと考えられていた。
　さらに，刻々と変化し，偶発的に出会う様々な動
植物を，見たり，聞いたり，匂ったり，触ったりと，
五感をフル活用して感じることで興味・知的好奇心
が育まれていることが報告されていた。散歩の途中
で見つけた蛇の抜け殻を触り，匂い，大騒ぎをする
子どもたち。偶然みつけたムシコブを割り，以前拾っ
た根をだしたドングリとまじまじと見比べる。根の
出たドングリを逆さにして土に埋めてやる姿など，
どのように植物が土に根付いていくのかを確かめる
姿など，様々な実践が報告されていた32,33）。柳原34）は，
このような子どもの姿から，観察により発見したこ
とが更なる興味をもたらし，知識が深化していくと
述べており，このような観察スキルをサイエンス・
プロセス・スキルの一つと見なしている。
　また，起伏に富んだ自然は運動量を増やし，それ
と共に体力や運動能力を向上させる効果が報告され
ていた35）。また，戸外でしっかり体を動かし遊ぶこ
とで健康な体づくりができていることが実践研究か

ら報告されていた36）。前者の研究では子どもたちに
万歩計をつけたり，体力測定を実施したりして得ら
れたデータを，全国データと比較することにより，
統計的に検討したものであり，実証的なデータで示
されている。自分の力量にあわせて木や坂道を登る
ことで，しなやかな身体づくりや体力につながるの
だと考えられる。しかし，森の活動と運動能力に関
しては効果が確認されない。育まれた体力は就学後
1 年足らずで有意差が確認できなくなる知見が報告
されており37,38），これらの研究についてはさらなる
データの蓄積が求められる。
　森のようちえんの活動は異年齢で行われることが
多い。そのため，同年代の子どもはもちろん34），年
下の子への配慮，年下の子の年長児への憧れによる
行動32,39）などの姿により「協調性」や「思いやり」
が育まれることが報告されていた。例えば，年少の
子どもは，急な坂道を勇ましくのぼる年長のお兄さ
んの姿を見守り，自分の力量に応じた緩やかな坂の
ぼりをしてみる。その時，年長のお兄さんは，年少
の子に手を差し伸べ，登り切ったときには共に喜び
を共感する姿が報告されていた。また，浜田40）は，
常に自分の能力を超える自然の中で，自分のやりた
いことを実現するためには，他の子どもとの協力を
得ることが必要となるため，自然と関わりや相互交
渉が増加し，コミュニケーション能力の育成につな
がると解釈していた。
　さらに，寒さ厳しい季節における森では，寒さか
ら，泣きながら森の中を歩き続ける日が続く中で，
次第に寒さに対応する心や忍耐力が身に付いていく
ことが報告されている。また，観察したい昆虫が飛
来してくるのをただひたすら待ち続け，その瞬間に
出会った喜びが記されていた30,41）。また寒さをどの
ように工夫し，楽しい活動に変えていくか考えたり，
他者との価値観の葛藤を経験する中で，解決のため
の代替案を考案したりする問題解決への志向性も高
まってくることが報告されていた26）。
　最後に，ネイチャーゲームなど，様々なゲームを
通して自然と楽しく活動する実践研究では，集中し
て探索することによって記憶力が向上することが示
唆されていた42）。また，自然への知識が 5 歳児にな
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るにつれ顕著に高くなることが保護者調査から報告
されていた29）。実際，就学後の学力と比較しても，
認知力や学力は，自然体験が多い子どもの方が高い
ことが報告されている10,12,35）。

Ⅳ，考察

　森のようちえんをはじめとする，自然を活用した
保育研究は，事例研究，実践研究，調査研究など多
くの報告がなされていた。これらの研究から，幼児
期の子どもは，自然を活用した保育により，主体性，
自己効力感などを始めとした12のカテゴリーの学び
が確認された。
　これら豊かな学びを成立させている保育環境や保
育実践について考察していく。まず保育環境である。
やはり豊かな自然により，子どもは様々な探索行動
や試行錯誤する機会が増加し，その結果としてコ
ミュニケーション力や創造性や問題解決能力など多
くの特性が育まれると考えられる。言い換えるなら，
子どもが自然に対して様々な行動を取るのではな
く，自然が子どもの豊かな行動を引き出していると
いう捉え方もできる。これはアフォーダンス

（affordance）と呼ばれ，アメリカのジェームズ・ギ
ブソン43）により提唱された。「環境の持つ形，色，
材質などの属性が，その環境自身をどのように取り
扱っていたらよいかについてのメッセージを発して
いる」という視点で環境を捉える理論である。自然
物や自然環境の子どもへの影響について検討した
り，子どもの遊びを説明したりするための有力な理
論として研究に用いられている44,45）。例えばZamani

ら46）は 4-5 歳児の行動マッピング分析することで，
戸外の人工物と自然物とで，遊びがどのように異な
るかを検討している。その結果，自然のルーズな要
素は，目的を持った機能的な遊びを引き出しやすく，
さらに言葉やイメージを用いて創造的な遊び，そし
て探索的な行動を引き出していた。対称的に，人工
的で固定的な要素は，ほとんどが 1 つのタイプの機
能的な遊びをもたらしているのみであることを報告
している。つまり自然経験が子どもに豊かな育ちを
もたらすとは，自然が子どもに豊かな行動を引き出
し，その結果として豊かな育ちに繋がっていると考

えられる。
　次に保育実践である。ここでは，保育実践でも子
どもの遊びではなく，遊びを支える保育者の存在，
関わり方に着目する。保育実践の多くに，保育者の
視点が考察されていた。多くの実践で，保育者自身
も葛藤しながらでも，子どもの育ちを信じあえて見
守る，乗り越えていくことを信じあえて手をさしの
べないという子どもに寄り添う保育が展開されてい
た。自然を活用した保育実践を行う保育者の調査で
も，多くの保育者が子どもの育つ力を信じ自由な活
動を見守ること重視していることが明らかになって
いる48）。
　寒さに耐えられず涙している子ども41），遊びが見
つけられず何もしていない状態の子どもがいた場
合27,47），一般園であれば，保育者が温かく過ごせる方
法や興味を示すと思われる遊びを提案する関わりが
求められる。きまりが守れなければ諭し，仲良く遊
べるよう提案したりする。しかし一般園の保育者で
も，自然の中ではおおらかな気持ちで子どもと関わ
ることができる変化を感じていたり，先回りして手
を差し伸べるたり制止したりする日々の保育を見直
す契機となっていたりすることが報告されている49）。
子どもの育つ力を信じ寄り添いながらも見守る関わ
りだからこそ，子どもは安心して自分を発揮できる。
また，保育者から信じられているという確信は自分
への信頼に繋がり，挑戦や他者を信じる力や思いや
る気持ち，協調する心が育まれていくと考えられる。
さらに，保育者からの提案や示唆，日常のきまりが
少ないからこそ，自分たちで考え，判断し，行動す
る事が多くなり，問題解決能力が育まれていると解
釈されていた。子ども自身が自分の力を信じられる
からこそ，自分で判断し行動もできるだろうし，そ
の結果がどのようなものでも，自分で受け止め，粘
り強く取り組む姿が培われるであろう。
　このように，自然を活用した保育実践が改めて重
視され，現代の保育に対して新しい潮流や新しい価
値を投じているといわれている理由は，以下の 2 つ
があると考える。
　本研究で検討した自然を活用した保育研究では，
無藤 5）が示した非認知能力「目標や意欲，興味・
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関心をもち，粘り強く，仲間と協調して取り組む力
や姿勢を中心とする力」に関する姿が自然に実践さ
れ培われていた。一般園での保育では，保育者が子
どもの育ちに応じたカリキュラムを組み，環境を整
えることで，子どもの主体的な活動を引き出し，こ
れらの力が育まれるよう配慮されている。一方で，
今村は 9），保育者の意図を込めた関りや教育的配慮
が排除された活動が森のようちえんの魅力であると
している。これらのことを考慮すると，保育者によ
るカリキュラムや教育的な関わりが少ない状況で
あっても，自然環境は，子どもが本来備えている非
認知能力を育む力や行動を誘発していくと考えられ
る。つまり，自然を活用実践は，子どもが自ら育つ
力を引き出すことができる実践であることが 1 つ目
の理由である。
　 2 つ目の理由としては，自然の中では本来あるべ
き子どもの姿が見られるからである。成長発達には
順序があり法則性がある。例えば，這い這いは単に
子どもの移動手段の獲得というだけでなく，次に見
られる歩行のための筋肉を鍛え，歩行のロコモー
ションの感覚を身に付けるために重要な過程であ
る。身体発達だけでなく精神発達においても，エリ
クソンの漸成的発達理論やフロイトの心理性的発達
理論では，その発達段階でしっかりと発達課題や育
ちを積み上げていかねば，次の段階の発達に支障を
きたすという特徴がある。
　現代の子どもの多くは習い事を持ち，親や先生が
設定した生活時間の中で生きている。多くの子ども
を少ない保育者や教師で実践する場合，スムーズに
クラス運営できる方法，効果的な保育実践や環境配慮，
一斉授業を行わざるを得ない。生活上では活動や食
事の時間・内容・場所など，様々な場面で大人が決
めた既存のルールやきまりが与えられている。この
ような状況下では，子ども自身が自ら思考する必要
はなく，そのルールやきまりの意味を考えるまでも
なく，それを守ることが期待され価値づけされてい
るため，子どもはそれに従っている。子どもが自由
に遊ぶ時間，豊かに遊ぶ環境も少なくなる中13），学
童期の鬱や不登校といった精神病理を抱えるこども
も増加している50）。また，内閣府の我が国と諸外国

の若者の意識に関する調査51）でも，自分に満足で
きず，自分の考えを表明できない若者の姿が浮かび
上がっている。つまりこの状況は，人格形成のそれ
までの段階で，うまく成長・発達を積み上げられて
いないことが原因の一つとして挙げられるのではな
いだろうか。そして，学童期に鬱や不登校が増えて
いるならば，それ以前の段階で健全な育ちや成長に
課題が残っていると考えられる。
　後進国を対象に全ての子どもの命と権利を守る活
動を行っているユニセフ（UNICEF：国際連合児童
基金52））は，“子どもらしく”過ごせる「子ども時代」
を守ること掲げ活動している。「子ども時代」を“子
どもらしく”過ごすことが，健全育成につながると
考えられるからである。我が国の子どもの問題や精
神病理をみると，後進国の子どもとはまた異なる意
味で，「子ども時代」を“子どもらしく”過ごせて
いないのではないだろうか。
　倉橋は『育ての心』でこの“子どもらしさ”や子
どもの真正を『涼しい顔』と称し，次のように描い
ている53）。
　・・・幼児たちの顔，何という涼しさだろう。此
の日中を駆け歩き飛び回り，遊びつづけていながら，
何という涼しさだろう。焦らない心は涼しい。もだ
えない心は涼しい。鬱積せる愚痴，追いまわす欲念，
密閉せる我執，塗りあげる虚飾。思っただけでも蒸
し暑いが，それが幼児にない。忘れた我。事に即し
今に生きる真剣。熱風裡に居て熱を知らず，汗にぬ
れて汗を知らぬ幼児の顔。今鳴いている一匹の蝉を
ねらって，万象無に帰せる幼児の顔。悟道の極では
ないが，何という心の涼しさだ。それにしても，な
んと暑くるしい我等の顔。・・・
　夏の蒸し暑さを愚痴る大人とは対照的に，それを
ものともせず，時に活発に駆け回り，時に我を忘れ
て没頭し遊びこむ姿を捉え，“子どもらしさ”と書
き表している。まさに，自然を活用した保育実践研
究の事例に見られた子どもの姿と重なる。研究では，
今，この瞬間，瞬間を真剣に，“子どもらしく”た
くましく生きている姿が報告されていた。つまり，
自然を活用した保育実践は，幼児期に必要とされる，
子どもたちが“子どもらしく”過ごすことができる
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ことを示唆している。
　このように，自然を活用した保育は現代の子ども
に豊かな育ちをもたらし，幼児教育に一石を投じて
いるものの，それを一般園に適応するには様々な困
難さがある。
　森のようちえんを中心とした自然を活用した保育
実践では，一般園と比較して一人一人の育ちや思い
に丁寧に寄り添えるだけのマンパワーがある。実際，
森のようちえんと一般園の子どもを比較した調査に
おいては10），調査対象者数は均一であったものの，
在園人数の平均が森のようちえんは19人，子ども3.8
人につき 1 名の保育者が配置されていた一方，一般
園は180人，子ども12.8名につき保育者 1 名と大き
な差異がある。
　また，全ての活動を子どもに委ねられる時間的な
余裕が確保されているからこそ，子どもの主体性を
限りなく尊重することができる。一般園では季節の
行事や体操教室，英語などの活動を定期的に行って
いるところも多く，日々充実した保育計画が組まれ
ている。そしてそれらには，活動に対するねらいが
設定されており，ねらいを達成するための保育者の
関わりがなされている。充実した保育内容，丁寧な
保育者の教育的関わりは，3 法令でも示されており，
保護者からも期待されていることである。そのため，
森のようちえんのような子どもの主体性を最大限尊
重し，見守り寄り添う保育実践をそのまま一般園に
持ち込むことは人的・物的環境，時間的，そして社
会的期待の側面には，乗り越えていくべき課題があ
る。
　一般園が森のようちえんのような自然を活用した
実践や保育を導入するためには，上記のような課題
があり，さらに保育者自身に自然経験が少ないため
に保育への活用について難しさを感じていることも
示されている54）。また，自然経験が少なくなく，既
存の玩具や提案される遊びに慣れた子どもにおいて
は，豊かな自然での遊びの楽しさを味わう前に，気
持ち悪さや退屈さなどが勝ってしまうことも考えら
れる。このような状況においては，自分の五感を使
い自然と関わる楽しさを感じられる準備段階が保育
者にも子どもにも必要になってくるかもしれない。

　保育環境の抜本的な改善や保育者数の基準を変更
することは難しくとも，保育計画において子どもの
自由度を上げる工夫はできるであろう。そして保育
者が設定した中での子どもの主体性を担保するので
はなく，子どもの主体的な活動や子どもの「やりた
い」に，保育者や保育内容をどこまで譲ることがで
きるのかを見直すことも可能であろう。保育者が提
案する活動を，子どもがやりたくなるよう仕向けた
り，子どもが楽しく思えるように工夫したりするこ
とも重要である。しかし本来子どもの持つ，“子ど
もらしさ”を発揮できる保育について，自然を活用
した保育研究から自分の保育への適応可能性につい
て考えることだけでも意義深い。これからの時代で
求められる力，認知能力を培う力の基礎となる非認
知能力を培うためも，自然と関わる保育で培われる
子どもの育ちとその保育方法の一般園への適応可能
性を検討する時期に来ているのではないだろうか。
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ABSTRACT

      There have been many reports connected to the activities within children's growth influenced by 
nature-based childcare practices. However, there have been few papers that summarize and analyze 
these findings. 
      In this study, we used the KJ method to classify and examine the content and characteristics 
of nature-based childcare practices from 2009 to 2019. As a result of 28 research studies, it was 
established that 12 characteristics such as independence, self-affirmation, cooperativeness, and 
creativity were amongst the major qualities nurtured by nature-based childcare practices.


